




〔まとめ〕 

 1.スクリーニング療法は学校検尿陽性児,特に血尿群と膿尿 with/without 血尿群に有

効であった。 

  2.女児は男児の約 2倍の有効性が認められた。 

 3.血尿群の中に,潜在的な尿路感染症が含まれていると考えられた。 


